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波の立ち上りの急峻な三峰性を示した。脈波の各頂点 (S1 ， S2 , D) 及び起始点(d)の波高の平均値は下
表の通りである。
S1 S2 D d 
kc/s kc/s kc/s kc/s 
H艮 動 1庇 R 1. 93::!:0. 72 1. 62士0.65 1. 15士0.48 O. 53::!:0. 24 
L 1. 91 士0.67 1. 61 士0.63 1. 17土0.44 0.54士0.26
総頚動脈 R 3. 09::!:1. 00 1. 98士0.54 1. 38土0.40 O. 71 土0.27
L 3.53士1. 10 2.20士0.62 1. 51 土0.46 0.80士0.29
2 )大動脈炎症候群患者の総頚動脈の流速脈波





















総頚動脈に異常流速脈波を検出した症例(高安病) 41例について，眼動脈流速脈波により 4 群に









1 年以上経過観察した 14例のうち 5例に流速脈波の変化が見られた。 波高の低下または H→田群ヘ
移行したものは眼所見が悪化し，皿→1I， II → I 群への移行をしたものは，改善されていた。また波
形が左右で異なったものを 7例認め，眼底血圧の高低が皿< I < 1 く町の関係を示し，眼底所見の強
弱は N>I<II< 皿の関係が見られた。
〔総括〕
1 )高安病患者41名を眼動脈流速脈波より， 1 , 1I，皿，町群に分類した口
- 94-
2) 1 , II ，皿群は，この順位で眼底血圧が低く，眼所見も増強した。経過むよび左右差にわいても
同様の関係が見られた。町群は大動脈弁閉鎖不全の合併が考えられた。
3 )超音波血流測定法は高安病の診断並びにその循環障害の程度を知る上に必須の検査法であること
を認めた。
論文の審査結果の要旨
血流測定は血圧測定に比し，一般に臨床検査法としては困難で、あったが，著者は超音波 Doppler 法
による血流測定を眼循環障害の検索に応用することを試み 眼循環障害の代表的疾患である高安病の
血流状態を観察し，超音波血流測定法の臨床的診断価値を検討している。
従来，高安病の診断は高安眼底をその典型とする眼底所見に重点をおいて行われていたが，最近で
はこのような高度の変化を呈するものは珍らしく，軽症例にわいてはその眼科的診断が困難で、あった。
しかし本法により高安病の診断が適格になされることが示された。即ち総頚動脈の流速脈波により総
頚動脈での血流障害を検出し，眼動脈流速脈波でその眼循環障害の程度を示した。従って本法が高安
病の診断並びにその眼循環障害の程度を知る上に必須の検査法であることを認め，臨床検査にむける
超音波血流測定法の価値を見出したことは，医学の進歩に資するところ大である。
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